
脳科学から⾒た認知症

お申込み⽅法

8月23日(土) 14:30-16:30

新潟訪問リハビリネットワーク令和7年度第1回研修会

恩蔵�絢⼦講師
２００７年、東京⼯業⼤学⼤学院総合⽂化研究科知能システム科学専攻博⼠課程修了
（学術博⼠）。専⾨は⾃意識と感情。
同居する⺟親が、２０１５年にアルツハイマー型認知症と診断され、以来娘として⽣活
の中で表れる認知症の症状に向き合ってきた。⼀⽅で⺟親を脳科学者として客観的に分
析することで、医者/患者、科学者/被験者という⽴場で研究するのとは違った認知症の
理解を持つにいたり、情報を発信している。２０２３年１⽉には⺟親との家での時間に
密着したドキュメンタリー、NHKスペシャル『認知症の⺟と脳科学者の私』が放映さ
れた。現在は、重度認知症のある⼈の豊かな感情と⾼齢者の創造性に強く関⼼を持つ。
著書に『脳科学者の⺟が、認知症になる』（河出⽂庫）などがある。

新潟ユニゾンプラザ  4階 大会議室

先⽣ （脳科学者/東京⼤学⼤学院特任研究員)

（開場：14:00）

認知症を治す、予防するという他に、認知症を受け⼊れる、という⼤切なアプローチ
があります。どうしたら⾃分や⼤切な家族が認知症になることを受け⼊れることがで
きるのか、脳の仕組みを解説するとともに、アルツハイマー型認知症の⺟親と暮らし
た家族としての経験から、お話します。

 参加費：500円  (当日、会場でお支払いください)

✉ niigata.houmon@gmail.com

上記アドレスに必要事項を明記の上、メールにてお申込みください
件名:「新潟訪問リハビリネットワーク研修会申し込み」
 ①⽒名 ➁所属 ➂職種 ④携帯電話番号
 ⑤メールアドレス(携帯会社のキャリアメールアドレス不可)�
 ⑥講義に関する質問
 ※お申込みメール受理後、参加の可否をメールにてお知らせいたします

締切：8⽉1６⽇ ※定員に達し次第、締切

お問い合わせ: niigata.houmon@gmail.com   
���������������  （新潟訪問リハビリネットワーク�三村）

新潟県新潟市中央区上所２丁目２−２

 定員：80名 （お申込み先着順）

参加対象：医療・介護関係者


